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令和８年度 第３回江南市部活動の地域展開に関する推進委員会 議事録 

 

 

日  時  令和８年６月２４日 午後１時３０分～午後４時５分 

 

場  所  ＫＴＸアリーナ 会議室３ 

 

出席者 村 良弘委員、岩田正武委員、西浦達郎委員、野沢卓也委員、 

佐々 恵委員、村瀬勝弘委員、櫻澤弘章委員、安藤善啓委員、 

橋本禎枝委員、植島禎一委員、横山史明委員 

委員計１１名 

高田教育長、仙田教育部長 

 

欠席者 なし 

 

事務局 生涯学習課、スポーツ推進課 

 

傍聴者数 １名 

 

会議資料 

資料１ 休日の地域クラブ活動の実施に向けたアンケート結果報告につい 

    て 

資料２ ９月からの地域クラブ活動募集案内（案）について 

資料３ 例規改正（案）について 

  資料４ 地域クラブ活動指導員研修会について 

参考資料  地域クラブ活動試行実践の実施状況について 

      地域クラブ活動指導員募集チラシについて 

 

１ 開会 

  

２ 委員長あいさつ 

  （省略） 

 

３ 教育長あいさつ 

  （省略） 

 

４ 議題 

（１）休日の地域クラブ活動の実施に向けたアンケート結果報告について 
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○事務局 

１ページの資料１「休日の地域クラブ活動の実施に向けたアンケートの結果

について（報告）」により報告する。 

 ５月２９日から６月１４日までの期間で、生徒及びその保護者を対象として

実施したアンケートの結果をまとめた。今回、アンケートの実施から回収まで、

打田委員には大変なご協力をいただいた。あらためて感謝申し上げる。 

 結果報告に記載のとおり、アンケートの回答率は、全生徒数２，４６７人の内、

生徒は１，８５１人で７５％であった。保護者については９ページのとおり回答

者数は８２８人であったが、実行部会では、複数の中学生がいる世帯もある中、

「全生徒数」に対する保護者の回答者数を回答率にしている点に疑問が投げ掛

けられた。 

 今回のアンケートで最も把握したい事項である、９月から本格実施される地

域クラブ活動へ参加を予定する生徒の人数は、合計４６４人で全体の１８．８％

に留まっている。この数字は、昨年度９月に実施した現中学１年生の小学校６年

生及び現中学２年生の中学校１年生を対象とした同様の設問に対する参加予定

人数の４２７人、あるは今年度の試行実践の現時点での参加数４４０人と比べ

大きな差は見られない。 

事務局としては、令和５年度から続けてきた試行実践とこれまでの周知活動

の成果や今年度の学校部活動の実施状況等を鑑み、地域クラブ活動で江南市の

仲間と一緒に参加したいと、かなりの生徒が地域クラブ活動に参加希望を回答

すると期待していたことから少々残念な気持ちがある。 

その半面、参加しない理由からは、現在の中学生が既に、それぞれ休日にやるべ

きことを決めている点では、安心もしている。 

しかし、地域クラブ活動に積極的に参加したいという気持ちを持たれないこ

とを、現在の活動に対する魅力の欠如として捉えたい。指導員の確保による安定

的な活動の実施、活動場所の複数化等の実現、文化部を含めた新規実施種目と指

導員の確保、地域クラブ活動としての大会参加、実施種目ごとの受益者負担額の

見直し等の課題を今後の実行部会で継続して協議していく。あわせて、生徒、保

護者のニーズの合った地域クラブ活動となるよう、これまでも兼職兼業での指

導をお願いしている小中学校教員には更なる協力をいただくとともに、地域や

中学校との十分な連携と協働のもと、生徒が参加しやすい環境づくりに取り組

みたい。 

 なお、保護者へのアンケートでは、特に１４ページの設問６で負担できる参加

費の範囲を聞いた。予想通り、現在の 1 回５００円が６０２人と大半であった

が、1回１，０００円以内とする方も１３２人あったことから、活動の種目や内

容によっては負担額の変更も理解されると感じている。 

このアンケートの結果は、令和９年度予算案を編成する上で参考としていく。

各学校長へは、今回の協力のお礼とアンケート結果を送付する。保護者や地域の

皆様への公表については、意見等を再度整理したうえで、ホームページを利用し

た公表を考えていく。 
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〇委員  

回答を見る中で感じたことだが、まず金銭面に対する意見が多い印象である。

今まで無料だったものがなぜ有料になるのかと、特に親からの意見がある印象

である。そもそも、大会に出るためのエントリー代、協会の登録費とかは、学校

側で工面されていた。親はそういうバックグランドを知らないので、部活動はた

だで参加するのが当たり前の感覚である。実情としては、これまでもお金は掛か

っており、その費用は学校毎にいろいろだと思うが、ＰＴＡの会費とか、いろい

ろなところから計上して、学校として負担していた。地域クラブは学校単位では

ないことから、そうはいかなくなる説明が必要であると感じた。中には市が負担

すべきとの意見もあったので、金銭面はもっと丁寧な説明が必要と感じた。 

また、子ども側の意見として、自分の学区外、遠方の学校に行くために親の送

迎が必要になるから参加できないという意見もあった。その辺を親に対して協

力してもらえるような上手なアピールを、例えば、中学校は今後保護者会がある

ので、そこで周知ができないものか検討されたい。 

 

〇委員長 

前から金銭面がこれまでの学校の部活動とは異なると、当初の試行実践の段

階から会費をいただくということでやってきたので、本当なら随分周知されて

いるだろうと思っている。しかし、未だにそういう声があるということなので、

まだ、理解できない方も保護者の中にはあるのかと思う。学校としては何か取組

はされているのか。 

 

〇委員 

アンケート結果からは、親に送迎してもらうのが申し訳ないと思う子がいた

り、できる限り移動距離も近く、かつ、コンパクトを求める子がいたりする。ま

た、人間関係に関しても積極的に他校の生徒と関わりたいというよりは、同じ学

校の生徒とやりたいという回答が見受けられたので、自分としては、そういうの

を乗り越えてというか、いろんな学校の生徒と楽しめるということはアピール

したい。ただ、移動距離については、場所を上手く調整するという話しも前回推

進委員会で出ていたし、中学校では、９月以降、土日はグラウンドも体育館も地

域に１００％使っていただけるので 、ここは上手く協力し合っていきたい。 

 

〇委員長  

保護者会などで説明してほしいという提案は可能か。 

 

〇委員 

７月上旬にどの学校も開催すると思うので、そこで何らかの情報提供は可能

である。 
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〇委員長 

事務局としては、学校の懇談会等を利用して、更に周知していく考えはあるの

か。 

 

〇事務局 

保護者会ではないが、ここ３年ぐらいは、毎年、入学説明会の中で学校から時

間をもらい保護者に説明してきた。今回、募集案内を学校から周知していただく

機会があるので、可能であれば事務局で文書を作るなり検討したい。 

お金の関係だが、今までは学校に予算を付けて、各学校の方で大会に出る場合

は、それぞれの学校から大会参加費を出してきた。参加登録費とかは公費で負担

し、大会に参加していただくことを考えている。ただ、今後については、財政的

な課題もあるので、来年度以降、ある程度公費で賄えるところは賄い、それ以降

は徐々に受益者負担の形に変わっていくと予測している。ユニフォーム代は実

費になるが、大会参加費は公費負担する。 

 

〇委員長 

それは中小体連関係だけですね。教育課の予算は中小体連関係だけである。派

遣に関する予算は教育課にあると思うが、例えば、バスケットボール協会やバレ

ーボール協会という協会の大会については教育課が出すことはない。それらは、

先ほど委員が言われたＰＴＡの協力や資源回収などの雑入を使って参加してい

たのは事実だと思う。協会の大会まで公費で負担することは基本的にない。 

 

〇事務局 

今まで教育課で措置していた予算額から月平均額を算出し、令和８年度にス

ポーツ推進課で必要な予算額を計上していきたい。教育課で措置していた大会

が主となる。 

 

〇委員長 

今までは協会のいろんな大会の参加には、学校単位の資源を使って学校が出

していたが、それを公費では出せないだろうから、出たい地域クラブがあれば、

そのクラブで対応してもらうしかないのが今の考え方かもしれない。 

 

〇委員 

そうなると追加でお金が必要になる。 

 

〇委員長 

必要になってくる可能性はあるかもしれない。 

 

〇委員 

結局、その辺の背景が分からないため、どういうお金が要るのか親は知らない。
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私はＰＴＡ役員をやったので知っているだけなので、知らない保護者は知らな

いままである。部活動にはお金が掛かっていることを保護者に知らせた方が、有

難みも感じてもらえる。 

 

〇委員 

スポーツ推進委員は、軽スポーツの指導者としてのいろんな研修を積んでみ

えるので、一ヵ所でよいので、軽スポーツ種目をクラブとして立ち上げられない

か。一つの種目に拘らず、月４回、目新しくて、その場ですぐできて、楽しいの

が軽スポーツの一番の魅力である。 

 

〇委員長 

前回のスポーツ協会の会議の中でも、子どもらは既成の種目だけでなく、いろ

いろな種目の中からやってみたい種目もあるのではないかとの意見があった。

ニュースポーツ、軽スポーツの地域クラブを立ち上げる場合、当然その軽スポー

ツの指導者が関わることになるので、スポーツ推進委員の協力がないとできな

い。作るとしたら、その可能性はあるか。 

 

〇委員 

 既に活動している軽スポーツもあるのでやりやすい。 

 

〇委員長 

 ９月開始までに間に合うか。 

 

〇委員 

 まずは、スポーツ推進委員会の全体会を開き、審議して、割り振りなどを考え

なければならない。 

 

〇委員長 

曜日、種目ローテーション、指導者のシフト等々を決めるとなると、スポーツ

推進委員の中でも議論が必要になってくる可能性もあり、９月からは少し性急

すぎるかもしれない。 

 

〇委員 

１０月１２日に軽スポーツフェスティバルである「楽しみん祭」が開催される。

中学生にもきてもらい、体験してもらってもよいかと思う。 

 

〇委員長 

 事務局としては、９月に軽スポーツの地域クラブをスタートさせる可能性に

ついてどう考えるのか。 
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〇事務局 

 会場の調整・手配を始め、月４回実施できる指導員の確保とシフトなどでスポ

ーツ推進委員の協力を得られれば可能である。先般開催されたスポーツ協会の

理事会の場でも、楽しみん祭の中で軽スポーツが体験できる情報を校長会に依

頼して発信していく話しをした。 

 

〇委員長 

 実際のニーズがどれ程か分からないが、そのような種目があっても良いとは

思う。やる以上は上手くいってほしいので事務局で詰めてほしい。スポーツ推進

委員の会議は直近でいつになるのか。 

 

〇委員 

 ９月になる。 

 

〇委員長 

 ９月開始は難しい状況である。１０月の楽しみん祭を上手く利用して、子ども

らの意向を把握したうえで進めてもらう方向で事務局としてはよいか。 

 

〇事務局 

 スポーツ推進員とよく協議する。 

 

〇委員 

 アンケート結果を見ると、去年、一昨年に比べ生徒、保護者の疑問は減ってき

ていると思うが、それでも疑問はあるし、これから変わっていくこともある。そ

の都度事務局が説明文書を配付したり、学校に赴いたりしたこともあったと思

うが、学校としては、学校主体の説明の機会を設けてきたのか、学校側に聞きた

い。 

 

〇委員 

 一番大きいものは、前年度末の新入生に対する説明会である。そこには保護者

も出席していることもあり、宮田中学校の場合でいえば、会の冒頭に私（校長）

がこの会議のことも含めて説明した。それ以後小まめにやっているかといえば、

学校としてはやっていない状況である。 

 

〇委員 

 これは要望だが、委員は昨年からこの会にも出席しているので特に詳しく説

明すると思うが、他の中学校でも学校主体でやっていただきたい。各学校の保護

者によってかなり情報量にばらつきがある。今年度１学期の部活があるとか、な

いとかも学校によって差がある。いろんな中学校の保護者からは、よく分からな

い、誰に聞けばよいのか分からない、担任の先生に聞いても分からない、部活の
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先生に聞いても分からないと聞く。子ども、保護者が置き去りになっているかも

しれない。そういうこともあり、もう少し学校主体による説明がなされないもの

か。 

 

〇委員長 

 先ほど言われたように、ここ３年、入学説明会の折に、新一年生の保護者が集

まるので、その機会を利用してやっているというのが一番大きな取り組みであ

ろう。 

 

〇委員 

 当然そこはやっていただくのが第一だが、そこも事務局が赴き説明がされて

いる。それは学校主体ではない。 

 

〇委員長 

 校長会で、校長へは当然事務局から話があるし、この推進委員会に代表として

参加もしている校長もいるので、中学校の校長には十分伝わっていると思う。学

校には伝わっているが、そこから各教員にどの程度伝わっているのか、委員の懸

念はそういうことではないか。 

 

〇委員 

 そうである。費用面についてもこれからいろんな情報が出てくると思うが、浸

透するまでは、学校にも協力してもらいたい。年１回、説明会を開催しても、事

務局が書類を配付しても、ホームページに載せても、結局子どもや保護者との接

点は学校である。従って学校の現場の先生方が、ある程度理解し共有しないと混

乱したままである。５年程経過すれば浸透するだろうが、それでは子どもらも全

員入れ替わっている。学校は当事者である。学校の先生方の働き方改革から出て

いる話しでもあるので、先生方も一人ひとり、自分の働き方に通じていくことで

もあるので、理解し保護者に説明できる状態にすることが非常に重要である。そ

こが不足していると感じる。校長先生方には大きな課題として捉えてほしい。 

 

〇委員 

 来週校長会がある。そこでは小学校と中学校に分かれて話し合う時間もあり、

中学校の校長間では部活のことを毎回話題に出す。各学校のサイズや方針に合

わせて、どう募集していくのかとか、数年後の見通しを共有しあっているのが現

状である。今の委員の意見は必ず来週の校長会で話題にする。先ほどの私の話し

は自身の学校のことであるが、他の４校はもっと説明がなされている可能性も

あるので、その辺も確認したい。本格実施まで時期も迫っているので、子どもら

には地域クラブ部活動と平日の学校部活動の説明をすべきと、委員の意見を聞

いて思った。 
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〇委員 

 是非話題にしていただきたい。 

 

〇委員長 

 基本的には、学校部活動は学校教育の一環として行われており、学校が説明す

るのは当然である。いろんな機会に説明がなされていると思う。地域展開につい

てもここ数年議論をしながら、試行実践をしてきているので結構周知はされて

いると思うが、担任の先生が知らないとなると、それは学校の中の共有という部

分が不足している可能性はあるかもしれない。この辺はまた校長会を通して話

しをしてもらうといいかと思う。今年もそうだが、ある学校では１年生は部活動

に入らない取り組みをすると聞いたが、そういう話しはきちんと話しがなされ

ていると思う。一部、十分な理解をされていない方もいるかもしれないが、この

ようなアンケートを何回もやってきて、情報は十分提供されていると私自身は

思っている。 

 

〇教育長 

 今、委員からの提案があったが、とても良い意見であると思って聞いていた。

「地域移行」から「地域展開」という言葉に変わった。「移行」というのは移し

てしまう、「展開」は広げるという意味であって、学校と地域が一体となって子

どもらを見守っていく、居場所を作っていこうとう意味で「展開」という言葉に

なっている。従って主体は地域だけでなく、学校も主体である。そういった意識

をしっかり持った改革をしていかなければならないという意見、提案であった

と思う。正にその通りで、この後、地域展開をしていくに当たって来年度から中

小体連の大会にも地域クラブとして出るとしても、地域クラブを運営している

方々に、全ての運営ノウハウを学校がまだ伝えきれていないところもある。従っ

てしばらくは学校と地域の皆さんがしっかり連携しなければいけない。そうい

う意味で、昨年度の推進委員会では、学校との連携についての議論があった。私

たちも事務局もそこを意識して務めていきたい。 

今までは学校の平日部活動があってそれを補う意味で休日の部活動があった

が、これからの発想は逆である。地域で休日の部活動があって、その休日部活動

では足りない部分を補うのが平日の部活動になってくるかもしれない。そうい

うことも見据えた議論も更にしていかなければいけない。 

 

〇委員長 

 ８ページに、「上記の種目以外で、今後、地域クラブ活動にあれば参加したい

希望の種目」の回答があるが、回答者数は分かるか。 

 

〇事務局 

 回答者数について、本日の資料には掲載していないが集計は可能である。次回

に報告する。ただ、どの種目についても、何十人といった希望者はいない。１名



9 

 

だけのものもここには記載した。 

 

〇委員長 

 回答の中には地域展開の種目として挙げていくには、難しいような種目もあ

る。例えば空手や体操など、既にスポーツ協会の中にある種目もあることから、

スポーツ協会の理事会では、今までの中学生は土日は全て学校部活動にいって

いて、とても協会に入るイメージはなかった。土日の学校部活動が無くなると、

地域クラブに参加する者はそれでよいが、地域クラブにない種目をやりたい者

は、スポーツ協会にある種目の各協会に加入していく。それも一つの選択肢では

ないかという意見があった。スポーツ協会もそのようなイメージを少し持った

ところではないかと思う。各協会とこの辺の人数を情報共有することで、協会の

若い世代の会員勧誘にもつながる。それは文化系も同様で、文化協会の加盟団体

に入れることを中学生に案内できるのではないか。 

 

〇教育長 

 今の中学校の部活動としての中小体連への参加は今回が最後である。来年度

以降については地域クラブ活動として中小体連のいろんな大会に参加できるこ

とになっているが、必ず参加しなさいというものでもない。逆にいうと、子ども

らがそれをモチベーションとして活躍できることもある。ここに挙げられてい

る種目のすべてが中小体連の中で地域クラブの活動として、参加できるもので

もない。子どもらの目指すゴールによっては各種スポーツ協会への参加の仕方

もあるし、地域のクラブ活動への参加の仕方もある。保護者にはその住み分けを

説明していく必要があると思った。 

 もう一つは、今回、参加希望者数の調査をしたが、中小体連の大会は、例えば

軟式野球でいえば、今年までは、宮田中学校、古知野中学校のチームとして参加

しているが、次年度以降の中小体連への参加の形、イメージが、今のところ見え

てきていない。恐らく、江南軟式野球クラブチームという名前にすると、その１

チームしか参加できない。従って、今拠点校を作っているが、例えば拠点校ごと

に、宮田中学校地区軟式野球チームとか、古知野中学校地区頑張るぞーチームの

ようなチームを作ってのエントリーになることが十分想定される。どこで一つ

のチームとするのかが今後論点になってくると思う。場合によってはそのよう

なチームを幾つか作ったときに、子どもらの技量、狙いによって、このチームは

大会も目指す、また別のチームはスポーツを楽しむレベルのところで活動する

という個性のある拠点校が出てきてもいいのかとも思う。これは文化系の活動

についても同様である。吹奏楽もレベルの高いところもあったりもする。中小体

連の諸大会にどういう形で参加できるのか不透明であるが、今後収集していく

情報をもって、その判断材料にしていきたい。 

 

〇委員長 

 文化系の立場からこのアンケート結果を見た感想はあるか。 



10 

 

〇委員 

 このアンケート結果には、地域クラブ活動ではあまり練習にならないとか、指

導者があまりいい指導をしてくれない、楽しく運動をすることに近かったから

辞めたなどの回答もあった。募集案内の方には、楽しみましょうと書いてあった。

楽しみたい子と、大会に出るために厳しくやりたい子、両方いると思った。文化

協会もこの会議の議論を注目しており、江南市にはこんな文化団体が在ると紹

介できたらと思う。 

 

〇教育長 

 子どもらのニーズ、思いをどう汲みとっていくかが難しいところである。故に

９月からはいろんなカラーのチームが出てくるかもしれないと述べた。 

 

〇委員 

 試行実践から本格実施にカラーも変わる。試行実践は自主練、合同練習のよう

なものではないか。９月からはそのチームで大会に出る形に変わるので、そこは

全然違うものだということを子どもらに浸透していない。それが、アンケートの

「参加しない理由」の回答につながっている。そこは、学校や事務局からの説明

が必要かと思う。 

 

〇委員 

 文化的な活動についても、まずは楽しんでできる形がいずれできるとといい

と思う。 

 

〇委員長 

 中学生が文化協会の会員、メンバーとして参加していくのもやぶさかではな

いだろう。これから土日に余裕ができる子どもらもいるだろうから、そういう子

どもらが各種協会の活動に入っていける。既に書道教室とか参加している子ど

もらもいるが、土日に活動できる案内を中学生に出していけば、そのようなニー

ズを持った子どもらも参加できる。それも子どもらの選択肢の一つになる。 

 

〇委員 

 ６ページの中段に「僕の家は貧乏なのでお金が払えません無料ならいきます」

とある。以前、私は貧困家庭を救えるような仕組みづくりをしてほしいと述べて

きた。例えば給食費が免除されている家庭は、そのような仕組みができている。

子どもらはその仕組みがあることを知らないので、学校側の協力が必要だが、給

食代を免除されているような家庭だけ、個別にこういう仕組みがあるので、よか

ったら参加しないかと声掛けをしてもよいかと思う。 

 

〇委員長 

 これは既に教育委員会で議論がされ、参加料を減免する協議議題が本日出さ
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れている。 

 

〇委員 

 私が言いたいのは周知である。皆さん知らない。 

 

〇委員長 

 今まで議論はされてきている。これが教育委員会で正式に認められれば、公表

され、周知されていくと思う。 

 

 

（２）９月からの地域クラブ活動募集案内（案）について 

   地域クラブ活動体験会の実施（案）について 

 

○事務局 

１７ページからの資料２は、９月から実施する地域クラブ活動の募集案内で、

運動部に加え文化部の吹奏楽もある。 

この案内については、本日の推進委員会を経て、６月３０日の校長会議で学校

長に依頼し、学校から連絡メールテトルにて保護者へ送信する。今回送信するの

は、１８ページの保護者への依頼文書と１９ページの参加者募集チラシになる。

２１ページから４４ページの各種目の募集案内は参考として本日は提出してい

るが、生徒、保護者は１９ページの参加者募集チラシにある２次元コードを読み

取って、そこから希望種目案内を確認した上で応募することになる。 

３９ページは陸上競技の募集案内になっている。これまでの試行実践では「ラ

ンニング」としていたが、９月からはハードル走も含めた短距離も活動に入れて

くことから「陸上競技クラブ」に名称を変えている。 

種目ごとの各中学校での活動時間と活動場所は、当該校の教頭先生にお知ら

せし、内諾を得ている。 

各種目のチラシの作成にあたっては、指導員と打合せ、その考えを聞いた上で、

コーディネーターとともに検討した。指導員のローテーション、種目ごとの練習

内容による指導員の張り付け等の関係から、また安全な指導をする上で必要な

指導員の確保から、原則である月４回の開催が困難な種目や参加人数の上限を

設定した種目もある。 

安定的な活動の継続には、指導員の十分な確保が欠かせないことから、事務局

でも手を尽くし、５月の会議で報告した６１人から７１人に登録を増やしまし

たが、さらに広く指導員募集を呼び掛けていきたい。 

また、参加応募については、１８ページにあるように公平を期すため、保護者

へのテトル送信の翌日、７月２日（木）の午前９時からとしている。実行部会で

はその応募時間について「応募時間は、各日、午前９時から午後８時とさせてい

ただきます。」という説明を削除することになった。 

今後の活動期間中、指導員の人数とシフトのやりくり等を鑑み、準備が整えば、
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１９ページ枠内の中ほどに記載のとおり、活動場所等の変更や募集人数の追加

をしていくことも考えている。 

４５ページからは体験会の実施の件になるが、昨年度、地域展開までの課題の

検討をまとめた中で、地域クラブ活動の理解と参加の促進のため、体験会の実施

を決めていることから、９月からの地域クラブ活動への募集に合わせて、夏休み

期間中の２回、通常の活動と併せて体験会を実施する。 

４５、４６ページは、校長先生宛依頼文、４７ページからは、昨年度、見学会

を実施した際に作成した、各学校の駐車場案内図、５３から５５ページは保護者

宛てお知らせ、５７、５８ページは指導員代表への協力依頼になっている。 

この体験会につきましては、対象は中学１、２年生で、今年度地域クラブ活動

に全く参加していないことを条件として、４６ページ記載の種目で、受入人数を

定めて、実施する。申し込みは一人１種目、１実施日とする。 

なお、先ほどの募集案内とともに、各学校から保護者あてにお知らせと中学校

駐車場案内の送付もお願いしたい。この件も、６月３０日の校長会議にて依頼し

ていく。 

 

 

〇委員 

 今我々が議論しているのは休日のクラブ活動、居場所づくりがメインである。

１８ページの依頼文の最初の部分には「休日の部活動」という文言が入っている。

地域クラブの展開、子どもらの居場所などの言葉にして、「部活動」という言葉

を使わない方が保護者には分かり易いのではないか。月曜日から金曜日に関し

ては、各中学校ごとに活動のやり方は様々だが、土日はどこも、ここで練習して、

このチームで大会に出ましょうなので、さらに保護者への分かり易さを考えれ

ば、「部活動」は余り使わず、「地域クラブ」を全面に押し出すべきである。 

 

〇委員長 

 国が発出している文書はどうなっているのか。 

 

〇教育長 

 国は「休日の部活動」という言い方をしている。近隣には、平日の部活動と休

日の部活動がリンクした形でつながり、それを地域クラブ活動へ置き換えてい

く地域もあるにはある。江南市はいわゆる先導的な取り組みをここまで試行し

てきたので、「部活動」を取ることは可能ではあるが、国全体の使っている言葉

からすると、残しておいてもよいかと思う。今年の段階では、中学校ではまだ、

「部活動」という言葉が残るところもある。部活動の教育的意義は保ちながら、

いろんな居場所づくりという形で名称を柔らかい表現にしていくところもある

が、部活動という言葉は残しながら、つながりの中で、進めている学校もあるの

で、少なくとも本年度については残しておいた方がよい。 
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〇委員 

 説明の際には、その辺もしっかり説明していただきたい。 

 

〇教育長 

 保護者の中には、本当に部活動がなくなるのかとの不安の声もあるが、あくま

でも部活動の意義は大事にしながらやっていきたい。 

 

〇委員 

 保護者と子どもが理解していくような形になれば、「部活動」を取らなくても

構わない。 

 

〇教育長 

 学校の平日の部活動の続きで休日のクラブ活動に入る子どもきっといると思

う。そこを一概に切り捨てるというのもできない。 

 

〇委員 

 ５３ページ、体験会の保護者向けのお知らせの中に、「９月から休日の地域ク

ラブ活動」との記載がある。 

 

〇委員長 

 今の委員からの意見は、５３ページはそうなっているが、１８ページでは「休

日の部活動」となっている。５３ページのような「休日の地域クラブ活動」でよ

ければすっきりするということではないか。 

 

〇委員 

 これまでは学校から大会に出るとなると、土日は練習で来ていた。２学期以降

は、地域クラブにいないと大会に出る機会がないということか。中小体連の大会

についても出ないということか。 

 

〇教育長 

 今は過渡期でもあるので、地域よっては地域の合同チームを作って、自治体が

それを認めれば参加できるシステムになっていると思う。 

 

〇委員 

 ２学期以降の方針は決まっているのか。 

 

〇委員長 

 土日は、中学校の活動はないので、大会が土日開催であれば、学校単位の参加

は基本的にできない。 

 



14 

 

〇委員 

 そのことを改めて説明する一文が、募集要項にあってもいい。まだまだ誤解さ

れている。何のために土日までやるのと感じている方もアンケートからは読み

取れる。結局、地域クラブに参加していないと、学校でやっていたとしても大会

には出られないということが正確に伝わるのだろうか。必要な情報として、募集

要項に注意事項として付け加えることが必要である。 

 

〇委員長 

 ９月以降は学校単位での大会参加はありません。大会に出るとしたら地域ク

ラブとしての参加になるといった趣旨の記載はできるか。 

 

〇委員 

 「学校単位」が肝である。個人競技なら今までも参加できた種目もあるだろう

が、団体競技は地域クラブでないとダメだと思う。 

 

〇教育長 

 江南市の場合、認定地域クラブで進めているのは１０種目しかない。現状、平

日の部活動にあって、地域クラブ活動にないものにハンドボールがある。そうい

った平日の部活動にあるハンドボールが、大会に参加できなくなるか否かは、中

小体連の動きを注視しなければならない。 

 

〇委員長 

 土日に活動しないので、例えばそういう大会に、監督とか引率する者が必要に

なる。先生が出ていくことは認められないのか。 

 

〇教育長 

 それは極端な話、文科省、スポーツ庁も、最終的には平日の部活動も地域展開

といっている。そうすると平日の地域展開、例えば夜６時から９時で、地域指導

員や兼職教員がやっていたとして、それを地域クラブとして認定をして参加し

てもらう形が多分将来的なところかと思う。今は過渡期なので、平日の部活動と

してはハンドボールが存在しており、中体連の大会に出たいならそれを認定地

域クラブに置き換えていくようなシステムをどこかで作らないといけないとき

がくるのではないか。まだここまで議論が煮詰まっていない。 

 

〇委員長 

 江南市としてどのような形で参加していくのか。 

 

〇教育長 

 方向性としては、これまでやってきたところでは、認定地域クラブとして中体

連に出る。 
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〇委員長 

 中体連へはそうだが、協会の大会に出場したい場合、学校単位で出るとなると、

平日しか活動していないものの監督役の先生はいるので、そのまま土日の大会

に参加させることができるのかどうか。 

土日の活動はないものの、平日に活動しているので、その団体がそのまま土日

開催の大会にでるために、監督の教員をそこへ派遣、出張させられるのかどうか

ということが問題である。 

 

〇教育長 

 できないことはない。今、文科省で議論されている学習指導要領の改訂の論点

整理の中でも、部活動と認定地域クラブは併記されているので、完全に「部活動」

という言葉が消える書き方はしていない。残るとすれば、委員長が言われた形も

可能かもしれない。 

 

〇委員長 

 例えば、ハンドボールは現状、認定地域クラブにはないので、ハンドボールで

大会にでようとすると、特別に校長が土日にハンドボールチーム引率するよう

出張命令を出して、チームを大会に参加させることができるかどうかだが、校長

の判断だからこの形は可能だと思う。 

 

〇委員 

 先般開催された西尾張のバドミントン大会へは、学校の先生が引率している。 

 

〇委員長 

 学校部活動に存在しない種目であっても、教員が監督として学校単位で出る

例はこれまでにもある。 

 

〇委員 

 新体操や柔道などではそのような対応がよくある。個別対応については全く

問題ない。 

 

〇委員 

 そのバドミントンは、実際にはどんなチーム名で出たのか。 

 

〇委員 

 「宮田中学校」で出ている。 

 

〇委員 

 地域クラブに案内が来たけれど、地域クラブとしてはバックアップできない

ことから、結局「宮田中」で出ることになった。 
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〇教育長 

 校長の許可によるものである。 

 

〇委員長 

 宮田中以外も出ている。活動は認定地域クラブで行っているが、クラブにはク

ラブとして出場する力がまだないので学校単位で出ている。 

 

〇委員 

 休日の大会、中小体連主催も含めて、１０種目が地域クラブとして参加してい

く原則は大事だし、またそれを目標にして活動していくと思う。ただ、もう秋の

大会も近いし、いろいろ課題があるので現実可能かどうか。原則としては、地域

クラブとして参加していく、そういう方向で進めるよう努力するが、できない場

合の対応も考えておく必要がある。原則で縛り過ぎて、全く参加できないことに

なるのも困る。 

地域クラブにないものの学校にその活動があれば、例えば、引率は教員の兼職

で対応し地域クラブとして出場する方法もあると思う。よい方法ではないが参

加への道もつなげてあげたい。原則で縛るのも大事だが、今は縛りすぎるのも難

しい段階である。また、その原則を文書にしてしまうと、更に難しくなる。十分

検討をされたい。 

 

〇教育長 

 委員から良い提案があった。要は中小体連そのものも、大会運営をいつまでや

るのか、門戸を開くかというところが、実は不透明である。今、どんどん種目を

切っているところもあるし、そうなると、現時点では地域クラブの参加を認めて

いるが、中小体連そのものがいつまで大会をやるかということは分からない。令

和１０年度に全国中学校体育大会が開催されるような話も聞こえてきているの

で、少なくとも、そこまでは中小体連の運営の見通しが持てるが、その先は不透

明である。 

 

〇委員長 

 中小体連は学校の先生方で組織、運営されているので、学校単位で参加しない

のに、休日の大会を学校の先生方が運営している状態がしばらく続く可能性は

ある。大変難しい時期ではあるが、できる限り地域で活躍しているチームがあれ

ば、その地域のチームで出場していくのが原則論としては必要だろう。折角、土

日を学校単位から外すので、地域単位で出場していくのが原則的にいいかと思

う。敢えて、学校単位にして土日に出していくと、何のために休日に活動してい

るのかといった話しになっていく。先ほどもあったが、きちんと言葉に出してゆ

けないところがきっとあると思うので、保護者には上手に伝えていかなければ

いけない。 
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〇委員 

 江南市の中で中学校によって対応が違う。例えば、新１年生が学校部活動に入

れない学校とそうでない学校がある。それが不思議に思う。 足並みがそろって

いないなら、次の策をどう考えていけばよいのかと思う。統一した策ができない。

それは今後どうなっていくのか。 

 

〇教育長 

 地域クラブの活動そのものの方向性は一つである。学校生活における子ども

らの居場所をしっかり作ろうという教育的意義の部分についてもぶれはない。

ただそこに「部活動」という言葉を使うか、使わないかの差はある。確かに保護

者の中には、部活動はないのかと言われる方もおり、その違いを感じられている

保護者もいるのは事実であるが、究極は居場所、親しむ時間をどう作るのかとい

うことで、子どもらの放課後の時間の使い方にいろんな選択肢が出てくるなら、

私の中ではそれはいいかと思っている。 

 

〇委員長 

 教育活動の一環としてはあるが、学校毎に規模も違うし、種目も違う。正にこ

れは学校運営上、学校がこういう部活動をやります、こういう部活動はやりませ

んといったことと同じで、その感覚でいけば、１年生を入れるかどうかというこ

とは学校の判断である。人数が多すぎて活動ができないので１年生は最初から

入れませんといったやり方もあって然りである。学校が教育活動を作るので、そ

ういう中での独自性は当然あってもいい。規模の問題もあるだろうし、極端にな

るが学校の方針として、もう部活動はやりませんでもいい訳である。教育委員会

がそこまで縛れるかどうかはあると思う。 

 

〇委員 

 アンケートで参加したい生徒数が出た。募集要項と体験会お知らせが資料と

して提出されている。事務局も試行錯誤されたと思うが、アンケート結果からみ

ると、希望しているが参加できない生徒がかなり生じると予想される。例えば、

バドミントンは７８名、ソフトテニスは１１５名の希望者に対して募集要項上

の定員は、バドミントン７０名、ソフトテニス６０名である。そもそも早いもの

勝ちで何十名も入れないことになる。体験会も難しく、野球も定員は３０名だが、

体験会は１０名である。安全面を配慮してやむを得ない。 

 これまで指導員を集めるに当たってどのような取り組みをしてきたのか。ま

た、その中で大きな課題は何であったのか。 

 

〇事務局 

 指導員の活動は、原則だが、現在の月２回が９月から月４回になる、指導員募

集については口コミ、現在活動されている指導員には、お知り合いなどに声を掛

けていただいたり、事務局から掛けたりしている。生徒１０名に対して１指導員
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で足りるという考え方もあるが、種目によっては指導方法が違うこともあり、現

実には指導員が１０名程増えたものの上手くは収まらない。また、前回の推進委

員会の中でも、各学校の先生方に兼職での対応をお願いしたところである。先ほ

ど大会の引率の話しもでていたが、新しいことを取り組む過渡期においては学

校との連携が肝要である。 

 募集人数については、先ほどの説明のとおり、状況に応じて追加募集も考えて

いきたいと考えている。 

 

〇委員 

 原則４回だが、指導員の状況によっては月２回になるのか。 

 

〇事務局 

 各指導員にも仕事、家庭生活があり、全員が月４回対応できるというものでも

ない。月４回を強く求め過ぎると指導員に辞められることにつながりかねない。 

 

〇委員 

 先生以外で、地域から指導員が出てきてもらわないといけない。その取り組み

と課題を説明してほしい。 

 

〇事務局 

 この度、指導員募集のチラシを作成した。江南市職員を始め幅広く広報し、応

募をお願いしていく。 

 

〇委員長 

 先ほど委員が言われたように、希望者数と募集人数に差があるので、保護者へ

の案内の中に人数の制限があるとかを記載しておかなくてもよいのかという気

がしないでもない。その辺はお任せするが、軟式野球も５２人の希望者に対して

３０人しか募集しないので２０人以上が参加できないことになる。それで保護

者が満足できるかという部分があるので、前もって、現在、指導員確保に努めて

いるが、種目によっては希望していても参加できないこともあり得ることを、ど

こかに触れておかなくてもよいのかと危惧するところである。 

 

〇事務局 

 １８ページの保護者あての依頼文の中にその旨を説明する部分を追加したい。 

 

〇委員 

 アンケートでの希望者はバレーボール８１人、ソフトテニス１１５人である。

この１１５人は、結構前向きにスポーツをやりたい子である。試合もやりたいけ

ど、この定員に早いもの順で入れないと、かなり不平等、不公平だと思う。これ

も指導者不足によるところで大きな課題である。指導者募集について協力した
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い。 

 

〇委員長 

 例えば、原則は月４回だが、２グループに分け、各チーム２回ずつの活動にす

れば倍の人数が参加できる。そういう方法でニーズに応える方法もあるかもし

れない。折角希望したのに受け皿がないのもどうかと思う。 

 

〇教育長 

 指導員の問題は大きい。一方、地域クラブの狙いの中に子どもらの居場所づく

りがあり、その希望者の新たな居場所が作れないのも寂しい話である。しっかり

努力していきたい。 

例えば、昨年度実施した試行実践において、子どもを会場に送ってきた保護者

が、ボランティアとしてスタッフ側に加わってもらったこともある。また、先週

の土曜日、ジュニアバンドの説明会の様子を見に行ったときに、指導員が声を掛

ける中で、若いころにやっていたんだと楽器を持ってきていた保護者もいた。そ

ういう方が子どもらの輪の中に入っている姿を見ているので、保護者の中には、

こういうニーズが埋もれているのかもしれない。そういった呼びかけ、働きかけ

の機会も工夫していきたいと思った。 

 

〇委員長 

 スポーツ少年団の指導者の中には地域クラブを応援していただける方がいる

かもしれないし、またスポーツ推進委員の中には地域クラブに必要な技能を持

っている方がいるかもしれない。この推進委員会に参画していただいているそ

れぞれの団体から是非案内をしていただきたい。指導員を確保し、子どもらの求

めている居場所を作っていきたい、教育委員会には、それが叶えられるような態

勢を取っていただきたい。 

 

〇委員 

 子どもによっては、特定の種目ではなく、スポーツをやりたいと漠然と考えて

いる者もいるような気がする。そういう子らも救おうとすると、先着ではない方

法になるが、例えば、第一希望、第二希望、追加募集、二次募集等々を考えては

いるのか。 

 

〇事務局 

 追加募集は考えている。その前提は運営できる指導員数の確保になるが、加え

て９月以降の実際の出席状況なども見て、追加募集を指導員と考えていく。 

 

〇委員 

 ９月から始まるが、参加者が徐々に減ってきた場合はどうするのか。 
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〇事務局 

 活動を止めるようなことは考えていない。 

 

〇委員長 

 本人から辞める手続きがされないなら欠員にはならない。長期で欠席は続く

ようなら、事務局から本人・保護者に話しをされるのも構わないと思う。 

 

〇委員 

 期間中、出席者、登録者が大きく減ってきた場合はどうするのか。 

 

〇事務局 

 追加募集を考える。 

 

〇委員  

 陸上の駅伝についていえば、中小体連の大会が１０月に西尾張、１１月に県、

１２月に全国で、そこまでが一区切りである。駅伝については今の学校単位でで

ることになる。そこは上手に表現してほしい。 

 

〇委員 

 中学校単位での参加はしないといった書き方はしない方が、今の段階ではい

いと思う。例外的なものはどうしても出てくるので、例えば、地域クラブでの参

加を目指しているとかの表現が望ましい。 

 

〇委員 

 各種目の募集要項に「定員」という日本語がある。私の感覚でいうと「適正人

数」になる。指導者数、場所、安全確保などから、９月１日現在の適正人数はこ

の人数ですとしてスタートする。指導者などの体制が整えば適正人数は変動す

るニュアンスを持たせた方がよい。定員、先着順、３０人定員で、３１人目は入

れないというのは厳しい表現だと思う。自身が過去に部活動の担当をしていた

ときも「定員」は使っていなかった。 

 

〇委員長 

 「申込順」はこれでよいか。 

 

〇委員 

 それはいいと思うが、「定員」という言葉はきついし、その人数がずっと続く

ものと思われてしまう。 

 

〇事務局 

 確認になるが、１７，１８ページの「休日の部活動」を「休日の地域クラブ活
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動」に変え、１８ページには種目によっては希望していても参加できないことも

あり得る旨の記載を、１９ページには大会参加についての記載を追加する。 

 ただ、各市町の地域クラブのチラシを見ても、「適正人数」の表現は確認でき

ていない。 

 

〇教育長 

 「定員」を使っているところは、運営主体と実施主体が別のところではないか。

江南市の場合は、運営主体と実施主体が同じである。 

 

〇委員 

 私も「適正人数」がよいと思う。今後運営する側もやりやすくなると思う。 

 

〇教育長 

 今議論の中で出てきた「適正人数」は、今確保できている指導員数と安全確保

の面からは適正だという表現であるが、今日ここでの議論を知らない方に対し

ての表現としてはどうかと思う。 

 

〇委員長 

 「募集人数」にしたらどうか。「程度」を付けた方が無難ではないか。 

 

〇委員 

 「申込順」の記載のあるものとないものがある。 

 

〇委員長 

 いずれにしろ統一しておいた方がよい。 

 

 

（３）例規改正（案）について 

 

○事務局 

 資料は３－１になる。地域クラブ活動の参加費の免除については、推進委員会

から提出のあった「令和７年度報告書」の中で、「困窮家庭への助成は必要であ

るため、対象を要保護、準要保護世帯とし、参加料のみを免除とする」とされて

いる。また、国のガイドラインにおいても、「家庭の経済格差が、生徒の体験格

差につながることがないよう、経済的に困窮する世帯の生徒への支援について

は、確実に措置を行うことが必要」ともされている。 

要保護世帯、準要保護世帯については、毎年度、教育委員会教育課が、就学援

助の対象世帯を把握するため調査していることから、例規上は、「要保護、準要

保護」という言葉ではなく、「就学援助の認定を受けた者」を対象者とした免除

規定を設けることを提案する。 
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３は免除規定の創設で、参加料の５００円は「江南市地域クラブ活動試行実施

要領」の第６条に規定されている。この第６条の次に「第６条の２」として参加

料の免除規定を創設する。 

４の保護者周知は、各中学校に依頼をして、保護者連絡アプリ「テトル」から

全保護者に周知を図っていくことを考えている。中学校長宛の依頼文書の案を

６９ページに掲載した。その依頼文の中の送信希望日は空欄になっているが、教

育委員会が開催される７月２日を想定している。配信の内容は、免除の申請につ

いて説明するため、まずは、スポーツ推進課にご連絡していただきたい旨を伝え

ていく。 

５は参考だが、令和８年度当初の、中学校の要保護者は１０名程度、準要保護

者は３００人程度と聞いている。経済的な事情で、参加をためらわれていた世帯

の子どもが、休日の短い時間であるが、少しでも、スポーツ、文化芸術活動に触

れる、体験を広げることにつながればと考えている。 

実施要領の一部改正につきましては、参加料の免除規定以外にも改正箇所が

あることからあわせて説明する。６１ページから６３ページは、要領の改正文、

６４ページは附則である。要領の施行は、本格実施の令和８年９月１日としたが、

免除規定の申請については、その前からできるとした。 

説明は、改正箇所が分かりやすい６５ページからの新旧対照表で説明する。最

上段の題名と第１条中の「試行実施」を「実施」に改め、「令和８年度２学期か

ら」と「段階的に」を削る。第１条、第２条中にある「スポーツ・文化」を「ス

ポーツ・文化芸術」に改める。国のガイドライン等で使われている文言に合わせ

る。また、第２条の第２項は、本格実施に合わせ、原則「月２回」を「月４回」

に改める。第６条の表題を「参加料」から「参加料等」に改める。同条の内容は、

５００円の参加料と、クラブ毎に要する経費を負担する記述になっているが、表

題は「参加料」となっているため、誤解が生じないように「参加料等」とした。

第６条の２は、参加料の免除規定を追加している。 

なお、この一部改正案につきましては、現在、市の法制執務担当でチェックを

受けているので、今後、表現などが変更される場合もある。 

続いて資料は３－２になるが、江南市地域クラブ活動指導員等設置基準の一

部改正について説明する。 

改正箇所は、第１条中、「江南市地域クラブ活動試行実施要領」を先ほどの一

部改正がされた場合になるが、「試行」を取った要領名にする。第２条、第１項

は、本格実施に合わせ、原則「月２回」を「月４回」に改める。第７条は、第２

項で、毎月、活動状況と勤務状況の報告を指導員に求める規定になっています。 

今回、第３項として、部活アプリでも報告可能とする規定を追加する。現在、

指導員と参加の生徒、保護者あるいは、指導員間の連絡ツールとして、部活アプ

リを利用している。９月からは、第２項にある様式提出による方法に加え、この

部活アプリから、実施状況や指導員の勤務報告も可とする規定を第３項として

追加する。 

インターネット経由の場合、「部活アプリ」といった固有名詞ではなく、「電子
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計算処理組織」といった文言になるが、様式３と、様式４の内容を、部活アプリ

でやり取りすることも可能とするものである。改正の施行は、令和８年９月１日

を予定している。 

 

〇委員長 

 困窮家庭への助成については、この委員会からも教育委員会に申し入れして

いた件である。 

 教育委員会への上程、採決は７月２日になるが、地域クラブの募集案内の発信

はその前日の７月１日である。７月１日時点では参加料免除の件は知るべくも

ない。募集案内は７月２日発信の方が整合性は取れているのではないか。 

 

〇事務局 

 保護者向けの募集案内と参加料免除についてのお知らせの発信のタイミング

を合わせる。 

 

〇委員長 

他に意見、質疑等はないか。 

 ないようであるので、推進委員会としてはこの２件の例規改正を了承する。教

育委員会に上程する案件については、教育委員会でしっかりとした審議をお願

いしたい。 

 

 

（４）地域クラブ活動指導員研修会について 

 

○事務局 

 １の趣旨は、 部活動の地域展開の本格実施に向け、指導員等の資質向上を図

る。 

２の主催は、江南市教育委員会で、３の対象者は、指導員と指導補助員、４の

開催会場は、ＫＴＸアリーナ会議室である。 

５の開催日時は、地域クラブ活動の活動が多い日曜日は避け、土曜日で第１回

と第２回と時間帯を分けて開催する。第１回と、第２回は同じ内容になります。

曜日と会議室の関係もあり、８月１日、土曜日で計画することになった。 

６の研修内容とタイムスケジュールは、最初の部活アプリの説明会とし、次に

仮題になるが「ハラスメントのない環境づくり」を演題とした講義を人権擁護委

員であり、スクールソーシャルワーカーでもある大池健弘氏を名古屋法務局よ

り派遣していただく。大池氏は、教員時代、中学校の部活の顧問を長くお勤めさ

れたとも伺っている。 

最後は事務局からのお知らせの時間としたい。 

８の申し込み方法は、各指導員にメールで開催要領と申込書を送る。加えて、

各活動場所への巡回時に代表指導員に依頼したり、部活アプリから全指導員に
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参加を呼び掛けたりすることも考えております。 

９はその他になるが、出席者には、指導員、指導補助員に応じた報償費を支給

していく。 

 

〇委員 

 研修会は年に何回開催されるのか。 

 

〇事務局 

 具体的な開催回数を規定しているものはないが、可能なタイミングに合わせ、

複数回できればと考えている。なお、今年度の予算は１回で積算されている。 

 

〇委員 

 指導員も今後どんどん増えるだろうから、その時どのような研修をされるの

か。また、要望になるが、年１回でなく、月４回の地域クラブ活動が３回に減っ

てもよいので、いろんなテーマで複数回開催されたい。その辺りを詰めて資料が

できれば推進委員会に出してほしい。 

 

 

５ その他 

（１）地域クラブ活動試行実践の実施状況について（参考） 

 

事務局から提出のあった参考資料により令和８年６月８日現在の実施状況及

び学校で行われている部活動の参加者状況が報告される。 

 

（２）地域クラブ活動指導員募集チラシについて 

 

事務局から、地域クラブ活動指導員募集のチラシ作成が報告される。 

 

〇委員 

 金額は具体的な表示でなく、「謝礼あり」ぐらいがよいのではないか。 

 

〇事務局 

 他市町のチラシを見る限り、ほとんど明確になっていた。 

 

〇委員 

 例えば金額の見直しもあるだろうし、高い安いなどと言われかねない。本当に

やりたい人は、この額を見てくるわけではない。検討されたい。 

 

〇委員 

 全種目が掲載されているが、全種目で指導員が足りないのか。 
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〇事務局 

 このチラシに全種目を載せたのは、載せていない種目は活動自体が行われて

いないと誤解されてしまうのを恐れた。確かに指導員を募集していない種目も

あるが、問合せ段階で丁寧に説明していく。 

 

〇委員 

 指導員と指導員補助の違いは何か。 

 

〇事務局 

 指導員は単独で実技指導などが可能な方で、指導員補助は指導員の指示を受

けて一緒に指導に関わる方としている。 

 

〇委員 

 それは自己申告なのか。 

 

 

〇事務局 

 自己申告に加え、事務局の面接でこれまでの指導歴、保有資格も確認し決めて

いる。 

 

〇委員 

 業務に違いがあるなら謝礼の金額は載せた方がよい。また、兼職になると、年

収の見込みを気にかけながら働いている方もいることから載せた方がよい。 

 

〇委員長 

 最終的には事務局にお任せする。 

 

 

（３）江南市ジュニアバンドについて 

 

○事務局 

江南市ジュニアバンド関して、進捗等３点報告する。 

１点目、９月からの活動開始を予定している江南市ジュニアバンドの入団説

明会が６月２７日の土曜日、午後２時から宮田中学校で開催される。拠点は宮田

中学校と布袋中学校に分かれているが、説明会は布袋中学校の生徒も含めた全

中学校の生徒の参加が可能となっている。 

２点目は、布袋のバンドと宮田のバンドの関係性の整理について、江南市ジュ

ニアバンドから報告があった。江南市ジュニアバンドという一つの地域クラブ

があり、その中に布袋中学校と宮田中学校という活動拠点が２箇所存在すると

いう整理がされた。全く別の布袋中のバンド、宮田中のバンドという２つのバン
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ドが存在するというわけではなく、江南市ジュニアバンドという一つの冠があ

って、その中の活動拠点が ２箇所、布袋と宮田であるという整理がされた。な

お、布袋中学校の吹奏楽部は既に地域クラブ活動を見据えて活動を開始してい

るので、今年度に限っては、布袋中のバンドは布袋中学校の生徒のみを受け入れ

ることとして、他校の生徒が布袋中学校のバンドへの参加を希望された場合は、

ジュニアバンド側で生徒に事情をお話しし、宮田中バンドでの活動をお願いす

ることになると伺っている。それでも布袋中バンドでの活動を希望される生徒

もいるかもしれないので、その場合は個別に相談に応じるとのことである。逆に

布袋中学校の生徒が宮田中バンドに参加したいということは、全く問題なく受

け入れるということも伺っている。 

３点目は、楽器の借用について、９月からの活動開始に向けて、布袋中学校ま

たは宮田中学校が所有する楽器だけでは足りないことも考えられる。そうなる

とジュニアバンドとして円滑な活動ができなくなるので、宮田中、布袋中以外の

小中学校が所有する楽器を借用するための事務手続きが必要になってくる。現

在、ジュニアバンド、各学校、生涯学習課の３者で、楽器借用の手順事務の検討

を進めている。 

 

〇委員長 

 楽器の借用方法は決まったのか。 

 

〇事務局 

 まず、各学校に貸し出し可能な楽器の報告を求める。学校に備品台帳があるの

で、楽器ごとに貸し出しができる、できない、また、使える、使えない、さらに

それも不明というところを学校で整理していただいて、リスト化する。９月から

の団員募集したところで、どの楽器が、どの程度足りないかが明確になってくる。

そのリストを見ながら、どの学校からどの楽器を借りるのかを進めていく。 

 

〇委員長 

 平日は各学校の部活動で使うのではないのか。 

 

〇事務局 

 平日部活動をやっていない学校もあると聞いている。今考えているのは、ジュ

ニアバンドに参加することになった生徒は、退団するまでは借り続ける方法も

話しの中では出ている。年度で仕切った方がよいのか、あるいは卒団、退団まで

か。入団中は貸し続け、その間は自己責任で借りてもらうのがよいのか。まだ詰

まり切っていないところもある。 

 

〇委員長 

 基本、平日の部活動に影響がなく、余裕のある楽器があれば貸し出すとか、そ

ういうことは可能だろう。 
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〇事務局 

 大型で持ち運びができないものは、活動拠点校の楽器を主に使い、持ち運び可

能なものは個人で持ち帰り、また持ってきて使うという流れになると思ってい

る。 

 

〇委員長 

 吹奏楽の方も進んでいるようである。 

 

 

（４）第４回推進委員会予定 

    令和８年８月（詳細未定） 

 

５ 閉会 

 



































































































































































問合せ・ 江南市地域クラブ活動事務局
申し込み 江南市高屋町清水118番地(KTXアリーナ内)

Ｔｅｌ:0587－55－5261 E-mail:taiiku@city.konan.lg.jp

あなたの経験と意欲を必要とする子供たちがいます

どんな種目 軟式野球、ソフトボール、剣道、卓球、サッカー

があるの？ ソフトテニス、陸上競技、バレーボール、
バスケットボール、バドミントン、吹奏楽
★吹奏楽は令和８年９月から活動開始予定

私で大丈夫？ 満１８歳以上（高校生は除く）で、

競技経験、指導経験があれば大丈夫

活動内容は？ 中学生を対象にした休日の部活動の
指導で主な内容は次の通りです。

①実技指導 ②用具などの維持管理 ③大会等への引率
④参加者への連絡（部活アプリを使用します。）
⑤事故が発生した場合の緊急対応
★活動は月に原則４回（応相談。種目によって異なります。）
日曜日か土曜日のいずれかに実施（１回あたり３時間程度）

その他 指導員は1,600円、指導補助員は1,210円の
お礼があります。（１時間あたり。交通費を含む。）
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